
令和２年度モデル企業

業種：情報・通信業 約4,000人

【実践部門】

●グループ各社の社員研修でボッチャを実施
●社内ボッチャサークルにて定期的に練習会を開
催

●インクルーシブボッチャ大会に会社チームで参戦
●オンラインフィットネスの実施
【支援部門】
● 1階常設ボッチャコートを一般に無料貸し出し
●社員と所属アスリートがイベントおよび学校授業
などでボッチャ体験の運営をサポート

●ボッチャの試合観戦を楽しく盛り上げるオリジナル
ツールを開発

●社員がボッチャ審判員資格を取得してボッチャ大
会で審判として活動

・都内の特別支援学校を対象としたボッチャ大会を
社員で企画・運営

株式会社CAC Holdings 認定年度：平成28年度～令和３年度

MEMO

令和３年度の取組内容

企業情報はこちら

※モデル企業の画像は、「事例集」発行年度当時のものです。
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◆取組を始めたきっかけ

◆運用上の特徴や工夫

◆効果やメリット

●創業50年にあたり、社会の皆さまへ感謝の気持ちをお伝えするひとつのか
たちとして、新たな社会貢献活動を始めることにしました。活動の選定にあ
たっては、グループ社員が積極的に参加できることを前提に検討し、当時ま
だ支援の手が足りていなかった障害者スポーツ「ボッチャ」の普及・支援を決
めました。 2016年から日本ボッチャ協会のゴールドパートナーとなり（現在
はゴールドトップパートナー）、社内外を問わず、ボッチャの普及・支援活動
を続けています。

●ボッチャ体験会のサポートや、用具の寄贈などを通じて普及活動を進めるほか、CAC

グループに所属する社員数名が、日本ボッチャ協会公認審判員の資格を取り、各地

の大会で審判として活躍するなどしています。

ITを活用したツールの開発にも取り組み、ボッチャボール間の距離を測定する「ボッチャ

メジャー」はAndroidアプリとして無料配信をしています。

都内の特別支援学校を対象に開催している「CACカップ 学生ボッチャ交流戦」は、

社員の手で作り上げることを大切にすると同時に、学生たちのよい思い出となるよう、

様々な演出や工夫をこらしており、学生たちの目標のひとつとして捉えてもらえる大会に

成長しました。

また、ボッチャアスリートを社員として採用しているほか、本社社屋内に公式サイズのボッ

チャコートを設置し、社内のイベントで使用したり、無料で一般に貸し出したりしています。

●ボッチャ体験会を社内の新人研修や全社員研修に取り入れています。初
対面の社員同士のアイスブレイクになったり、普段顔を合わせない社員同
士をいち早く知る機会になったりしています。グループ社員自ら企画・運営
するボッチャ大会「CACカップ」では、所属部署を超えた社員の交流や一
体感、達成感を得ることができます。ボッチャ体験会にボランティア参加する
ことで障害者スポーツを実際に体感し、障害者スポーツや障害者に対する
理解を得る一助にもなっています。
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